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2. 調 査 の 概 要
調査は,1985年10月から1986年12月にかけて各府県の高校を通じて行っ
た｡回答者の数は,滋賀県が258名 (男125名 ･女133名),京都府が108名







































































































































大賎民の示された方言区画に従い,湖北 ･湖東 ･湖南 ｡湖西の4つに分け
てみた (寛 1982)0
ここでまず注目したいのが,｢オル｣の用いられ万である｡図6からも

















男女差が顕著に見られるのは, ｢イル十α｣ と ｢オル｣の用いられ方で
ある｡｢イル+α｣は女性に, ｢か レ｣は男性に多用されるが,特に ｢オ
ル｣の使用がほぼ男性に限られる点は注目に値する｡女性が ｢オル｣の使


































表 1 素材待遇の助動詞の種類と用例数 (滋袈県)
イヤ-ル L .i.515) 篭(251.1849) 巨 271.61毛7)T~ (t i.lil+ 404(82,322)
)I: オ ラ-ル E o i (0.4) i oi o 4(0,4)
I イテ-ル きo‡ (0.3) lou ..l) 4(0.4)
)7V い ヤアル 実(5,2.21574)i (l.312)妻(176) i(1.6,151) 306(6.243)
レ い ラレル ∃ (3.3.) 暑 (2㌔) 隻 (5.5.) i (3㌔) 13(13.0)
ル妻 オ ラレル 巨 415.09) i(757.94) き (687.02) i(414.65) 245(225.20)
ルi- イヤル 毒 (.i.212) t (31.019.6)毒 (09.99) 毒 (.1.010) 230(3.227)
‡ i イテヤル i o を (0.3,) 妻 o 阜 o 3(0.3)
支い ヤンス i(1'.21726)青 o 毒 o i (..l) 128(.127)
Jav い ヨ- 皇 (.2_323) 毒 (.lP18) 妻 (.4.747) 育 (.2.525) 113(0.113)
‡ 妻 イヤル 蔓 o ‡ (03.8,8) 蔓 (.5.956) l o 94(0.94)
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表 2 素材待遇の助動詞の種類と用例数 (京都府)
言 ､-こ ぞ妻 京 都 宇 治 ー 南 部 全 体
ノヽ イヤ-ル (214% .)∃ (151945) 日 3TS讐3) 348(70.278)
ル 毒イテ-ル o l o 弓 (393) 6〔3.3)
レ イラレル ‡ (4号.) t o ョ (5ラo) 9〔9.0)
ル オラレル 34(3.1) (8ヲo) I (11410) 56(5.1)
ノレヤ･′レイヤル f o l o ‡ (喜737) 37(0.37)
gノレ イヨル ! (.ヲ5) 5 (o千l) 萱 (10918) 24〔0.24)
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( 川 :) 男性
拭 ,JJ 女性








用率が非常に高い点や ｢イテル｣及び ｢イテル十α｣ をほ とんど用いない
点,さらには,第三者待遇における素材待遇の助動詞の使用率が低い点な
ど,近畿中央部 らしか らぬ特色を有する地域である｡北和 と中和 との違い
は, ｢イル｣ と ｢イテル｣をめ く､･る対立 と見なす ことができる｡すなわち,
｢イル｣ と ｢イル+α｣ は北和の方に多 く,一方, ｢イテル｣ と ｢イテル
+α｣ は中和の方に多い｡北和は京都府の方に,中和は大阪府の方により
表 3 素材待遇の助動詞の種類と用例数 (奈良県)
イヤ-ル】(‰ ) (176?54) ‡ (13号11) 153(27.126)
ハ オラ- ル ∃ (3㌔) i o E o 3(3.0)
ル オ リノ､ル E o 】 (o千l) 壬 o 1(0.1)
イテ-ル言(14,ヲ29) ∃ (295772) i (2ヲo) 141(40.01)
レ イラレル E o E (690) 壬 (3ヲo) 9(9.0)
ル ≧オラレル巨(53ヲ2) ≡ (56910) i (9ヲo) 128(116.12)
ヤ イヤル i (i.ヲ12) i (2.926) ー (o†l)オリヤル o o 事 千 39(0.39)11)
ル イチヤル岳(oヲ5) i (107,7) l o 22(0.22)
ル イヤル E (.77) I (.93) i o 10(0.10)
)i; イテヤルi(1ヲ4) 事 oEo 5(1.4)
イ イヤイ ス l o i (0号4) i o 4(0.4)
ス イタイス 壬0 5 (oヲ8) t o 8(0.8)
告 イヨル l (oヲ2) … (.77) Eo 9(0,9)
アノレ イヤアル i o i (oヲ5) l o 5(0.5)
198 310 30




男女差は, ｢オル｣と ｢イテル｣に関して著しい｡ ｢オル｣は男性に多
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敬語動詞の ｢イラッシャル｣)を用 い ることが多い点も大阪府の特色と言
えるものである｡
地域差に関しては,摂津 と他の3地域 との達いがまず 目につ く｡摂辞は,
｢イル｣及び ｢イル+α｣ を他よりも多用する一方, ｢イテル｣及び ｢イ
テル+α｣ はあまり用いない｡つまり,大阪府の中では最も大阪らしくな
い地域である｡なお, ｢イテル｣や ｢イテル+α｣ の使用は,府の中心地
である大阪市 よりもむしろ河内や和泉に多い｡大阪市では ｢オル｣の勢力





嚢 4 素材待遇の助動詞の撞塀と用例数 (大阪府)
190 103 284 12

































































































虎姫高校 ･彦根東高校 ･水口東高校 ･玉川高校 ･膳所高校 ･高島高校 (以
上 滋賀県)･山城高校 ･京教大付属高校 ･菟道高校 ･木樺高校 (以上,京
都府)･奈良高校 ｡畝傍高校 (以上,奈良県) ･豊中高校 ･茨木高校 ･高
浮高校 ･生野高校 ･岸和田高校 (以上 大阪府)
5) ｢ル ･ヤル｣と ｢ヤル｣は一段動詞である ｢いる｣に接続する場合にはどち
らも ｢イヤル｣になって区別ができない｡そこで,同時に調査した五段動詞の
｢行く｣に関する表現をもとに両者を区別することにした｡すなわち, ｢行
かル｣ (行く)と ｢いヤル｣(いる)ならば,｢ル ･ヤル｣,｢行きヤル｣(行く)




6) ｢ヤル｣と ｢イス｣の分布地域に関しては,中井 1989に詳しい報告がなさ
れている｡
7) 田辺市の場合はアスペクト表現では ｢ヤル｣や ｢タール｣(｢アル｣に対応)
が用いられるのすこ,存在表現では ｢オル｣が用いられるというものであるが,
存在表現とアスペクト表現とのズレという点では大阪市と同じ現象である｡
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